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一
般
職
非
常
勤
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
二
号

一
般
職
非
常
勤
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
般
職
非
常
勤
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
長
」
を
「
都
民
安
全
推
進
本
部
長
、
戦
略
政
策
情
報

推
進
本
部
長
、
住
宅
政
策
本
部
長
」
に
改
め
る
。

附

則
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こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
三
号

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
規
則
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
限
り
」
を
「
当
分
の
間
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
号

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
規
則
第
百
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
ト
の
表
第
六
号
区
分
の
項
第
十
号
中
「
消
防
副
士
長
又
は
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号

と
し
、
同
項
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て

い
た
東
京
消
防
庁
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
第
十
一
条
に
定
め
る
消
防
副
士
長
で
あ
つ
た
も
の

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
が
ん
登
録
審
議
会
規
則
を
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
五
号

東
京
都
が
ん
登
録
審
議
会
規
則

（
設
置
）

第
一
条

が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
及
び
が
ん
登
録
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
二
十
三

号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
が
ん
情
報

の
利
用
又
は
提
供
、
法
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
が
ん
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
、
が
ん
登

録
に
係
る
知
事
の
権
限
及
び
事
務
の
委
任
等
に
関
す
る
審
議
等
を
行
う
た
め
、
知
事
の
附
属
機
関
と

し
て
、
東
京
都
が
ん
登
録
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

（
所
掌
事
務
）

第
二
条

審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
知
事
の
諮
問
に
応
じ
て
意
見
を
述
べ
る
も
の
と

す
る
。

一

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
ん
情
報
又
は
こ
れ
に
係
る
特
定
匿
名
化
情

報
を
利
用
又
は
提
供
す
る
こ
と
。

二

法
第
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
を
定
め

る
こ
と
。

三

法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
ん
情
報
又
は
こ
れ
に
係
る
特
定
匿
名
化
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
。

四

法
第
二
十
一
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
が
ん
情
報
の
提
供
又
は
同
条
第
九
項
の
規
定

に
よ
る
匿
名
化
若
し
く
は
提
供
を
行
う
こ
と
。

五

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
が
ん
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
録
及
び
保
存
す
る

情
報
の
対
象
範
囲
の
拡
大
を
行
う
こ
と
。

六

法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
ん
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
保
存
す
る

都
道
府
県
が
ん
情
報
の
匿
名
化
を
行
う
こ
と
。

七

政
令
第
六
条
第
二
項
第
九
号
の
規
定
に
よ
り
、
が
ん
に
係
る
調
査
研
究
に
お
け
る
有
用
性
が
認

め
ら
れ
る
情
報
を
保
有
す
る
者
を
指
定
す
る
こ
と
。
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八

政
令
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
の
権
限
及
び
事
務
を
行
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
者
と

し
て
、
が
ん
医
療
等
に
つ
い
て
科
学
的
知
見
を
有
す
る
者
を
指
定
す
る
こ
と
。

九

都
道
府
県
が
ん
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
保
存
す
る
法
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
情
報
（
匿
名
化

が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
以
下
「
地
域
が
ん
登
録
情
報
」
と
い
う
。
）
の
匿
名
化
を
行

う
こ
と
。

十

地
域
が
ん
登
録
情
報
又
は
そ
の
匿
名
化
が
行
わ
れ
た
情
報
を
、
法
第
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
者
、
法
第
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
及
び
が
ん
に
係
る
調
査
研
究
を
行
う
者
に
提
供

す
る
こ
と
。

２

審
議
会
は
、
法
に
定
め
る
知
事
の
権
限
及
び
事
務
並
び
に
地
域
が
ん
登
録
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
知
事
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
組
織
）

第
三
条

審
議
会
は
、
委
員
六
人
以
内
で
組
織
す
る
。

２

委
員
に
は
、
が
ん
、
が
ん
医
療
又
は
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
学
識
経
験
の
あ
る
者
及
び
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
学
識
経
験
の
あ
る
者
が
含
ま
れ
る
も
の
と
し
、
知
事
が
任
命
す
る
。

（
委
員
の
任
期
等
）

第
四
条

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
し
、
委
員
が
欠
け
た
場
合
に
お
け
る
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前

任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
委
員
の
守
秘
義
務
等
）

第
五
条

委
員
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
る
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
を
み
だ
り

に
他
人
に
知
ら
せ
、
又
は
不
当
な
目
的
に
使
用
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
が
ん
の
り
患
等
の
秘
密
を

漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
同
様
と
す
る
。

（
そ
の
他
）

第
六
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別

に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令

◉
東
京
都
訓
令
第
三
十
四
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
取
扱
規
程
（
昭
和
四
十
年
東
京
都
訓
令
甲
第
九
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
表
一
本
庁
の
項
中
「
各
部
・
室
」
を
「
各
部
」
に
改
め
、
同
表
本
庁
行
政
機
関
及
び
地
方
行
政
機

関
の
項
中

「
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部

総
合
対
策
部
の
給
与
担
当
課
長

」
を

「
都
民
安
全
推
進
本
部

総
合
推
進
部
の
給
与
担
当
課
長

戦
略
政
策
情
報
推
進
本
部

戦
略
事
業
部
の
給
与
担
当
課
長

に
改
め
る
。

住
宅
政
策
本
部

住
宅
企
画
部
の
給
与
担
当
課
長

」

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
三
十
五
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
訓
令
甲
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
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う
に
改
正
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
表
第
一
本
庁
の
項
中
「
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備
部
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
室
長
」
を
削
り
、

同
表
本
庁
行
政
機
関
及
び
地
方
行
政
機
関
の
項
中
「
担
当
部
長
（
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
」
を
「
担

当
部
長
（
都
民
安
全
推
進
本
部
、
戦
略
政
策
情
報
推
進
本
部
、
住
宅
政
策
本
部
（
住
宅
企
画
部
及
び
都

営
住
宅
経
営
部
に
限
る
。
）
」
に
、
「
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
、
病
院
経
営
本
部
及
び
中
央
卸
売
市

場
の
」
を
「
都
民
安
全
推
進
本
部
、
戦
略
政
策
情
報
推
進
本
部
、
住
宅
政
策
本
部
、
病
院
経
営
本
部
及

び
中
央
卸
売
市
場
の
」
に
、
「
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
の
課
長
（
総
務
課
長
を
除
く
。
）
」
を

「
都
民
安
全
推
進
本
部
の
課
長
（
総
務
課
長
を
除
く
。
）

戦
略
政
策
情
報
推
進
本
部
の
課
長
（
総
務
課
長
を
除
く
。
）

住
宅
政
策
本
部
（
住
宅
企
画
部
及
び
都
営
住
宅
経
営
部
に
限
る
。
）
の
課
長
（
総
務
課
長

を
除
く
。
）

」
に
、

「
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
の
担
当
課
長
」
を

「
都
民
安
全
推
進
本
部
の
担
当
課
長

戦
略
政
策
情
報
推
進
本
部
の
担
当
課
長

住
宅
政
策
本
部
（
住
宅
企
画
部
及
び
都
営
住
宅
経
営
部
に
限
る
。
）
の
担
当
課
長
」
に
、

「
課
長
（
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
、
病
院
経
営
本
部
（
」
を
「
課
長
（
都
民
安
全
推
進
本
部
、
戦
略

政
策
情
報
推
進
本
部
、
住
宅
政
策
本
部
（
住
宅
企
画
部
及
び
都
営
住
宅
経
営
部
に
限
る
。
）
、
病
院
経

営
本
部
（
」
に
、
「
担
当
課
長
（
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
」
を
「
担
当
課
長
（
都
民
安
全
推
進
本
部
、

戦
略
政
策
情
報
推
進
本
部
、
住
宅
政
策
本
部
（
住
宅
企
画
部
及
び
都
営
住
宅
経
営
部
に
限
る
。
）
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
三
十
六
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

職
員
の
旅
費
支
給
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
東
京
都
訓
令
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。平

成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

附
則
第
五
項
中
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
限
り
」
を
「
当
分
の
間
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
宮
城
県
仙
台
市
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
五
項
の
改
正
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
三
十
七
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

統
括
課
長
及
び
主
任
の
職
の
指
定
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都
訓
令
第
五
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
二
条
第
一
号
中
「
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
長
」
を
「
都
民
安
全
推
進
本
部
長
、
戦
略
政
策
情
報

推
進
本
部
長
、
住
宅
政
策
本
部
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
、
室
長
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◉
東
京
都
訓
令
第
三
十
八
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

統
括
課
長
代
理
の
認
定
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
訓
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
二
条
第
一
号
中
「
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部
長
」
を
「
都
民
安
全
推
進
本
部
長
、
戦
略
政
策
情
報

推
進
本
部
長
、
住
宅
政
策
本
部
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
訓
令
第
三
十
九
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

収
用
委
員
会
事
務
局

労
働
委
員
会
事
務
局

東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
取
扱

規
程
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都
訓
令
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
記
第
三
号
様
式
中
「老

人
控
除
対
象
控
除
数

」
及
び
「老

人
控
除
対
象
配
偶
者

」
を
「７０歳

以
上

の
同
一
生
計
配
偶
者

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務

の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
取
扱
規
程
別
記
第
三
号
様
式
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
六
月
以
後
の
月

分
の
児
童
手
当
の
受
給
資
格
及
び
そ
の
額
の
認
定
に
係
る
受
給
者
台
帳
の
作
成
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
年
五
月
以
前
の
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
資
格
及
び
そ
の
額
の
認
定
に
係
る
受
給
者
台
帳
の
作
成

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定

及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
取
扱
規
程
別
記
第
三
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、

現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

規

則
（
人
）

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。平

成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
人
事
委
員
会

◉
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
人
事
委

員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
ア
の
部
公
安
職
給
料
表
の
項
及
び
同
表
イ
の
部
公
安
職
給
料
表
の
項
中

「
１ 級
２ 級
３ 級
４ 級

５ 級
６ 級

７ 級
８ 級

９ 級
」
を
「

１ 級
２ 級
３ 級

４ 級
５ 級

６ 級
７ 級

８ 級
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
二
第
二
項
の
改

正
規
定
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則

（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に

出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
出
発
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
後
の
規
則
第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅

行
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
出
発
し
た
旅
行
及
び
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
公
務
員
法

第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
職
員
で
あ
っ
て
任
期
が
満
了
し
た
こ

と
に
よ
り
退
職
し
た
者
の
同
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

規

則
（
公
）

東
京
都
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

平
成
３１年

３
月
２９日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

渡
邊

佳
英

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号

東
京
都
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
道
路
交
通
規
則
（
昭
和
４６年

１１月
３０日

東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
９
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
２
中

「一
般
国
道

３５７号
大
田
区
京
浜
島
二
丁
目
か
ら
大
田
区
京
浜
島
二
丁
目
ま
で

」を

「一
般
国
道

３５７号
大
田
区
京
浜
島
二
丁
目
か
ら
大
田
区
京
浜
島
二
丁
目
ま
で

」 に
、

一
般
国
道

４１１号
あ
き
る
野
市
牛
沼
６００番

地
先
か
ら
あ
き
る
野
市
牛
沼
８８番

地
先
ま
で

「特
別
区
道

中
月
第
８６３号

線
中
央
区
晴
海
三
丁
目
１６番

先
か
ら
中
央
区
晴
海
五
丁
目
３
番

先
ま
で

」 を

「特
別
区
道

中
月
第
８６３号

線
中
央
区
晴
海
三
丁
目
１６番

先
か
ら
中
央
区
晴
海
五
丁
目
３
番

先
ま
で

」 に
改
め
る
。

特
別
区
道

第
１０７８号

線
港
区
港
南
五
丁
目
２
番
地
先
か
ら
港
区
港
南
五
丁
目
２
番
地

先
ま
で

附
則

１
こ
の
規
則
は
、
平
成
３１年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
道
路
交
通
規
則
（
以
下
「
新

規
則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
２
に
掲
げ
る
道
路
を
通
行
し
た
自
動
車
に
つ
い
て
の
新
規
則
第
２
条
の

３
及
び
同
表
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

規

程
（
交
）

◉
交
通
局
規
程
第
十
九
号

東
京
都
交
通
局
職
員
の
人
事
考
課
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

山

手

斉

東
京
都
交
通
局
職
員
の
人
事
考
課
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
職
員
の
人
事
考
課
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
四
年
交
通
局
規
程
第
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
号
中
「
東
京
都
交
通
局
一
般
職
非
常
勤
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
程
」
を
「
東
京
都

交
通
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
程
」
に
、
「
一
般
職
非
常
勤
職
員
及
び
」
を
「
会

計
年
度
任
用
職
員
及
び
」
に
、
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
二
十
号

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。
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平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

山

手

斉

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
四
年
交
通
局
規
程
第
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
一
万
分
の
九
千
二
百
四
十
」
を
「
一
万
分
の
九
千
二
十
」
に
、

「
一
万
分
の
一
万
二
千
五
百
九
十
九
」
を
「
一
万
分
の
一
万
二
千
二
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
三

号
中
「
一
万
分
の
二
万
」
を
「
一
万
分
の
一
万
九
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
一
万
分
の
九

千
三
百
四
十
五
」
を
「
一
万
分
の
八
千
九
百
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
六
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
一

万
五
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
分
の
九
千
四
百
五
十
」
を
「
一
万
分
の
九
千
」
に
、

「
一
万
分
の
一
万
六
千
」
を
「
一
万
分
の
一
万
五
千
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
一
万
分
の
五
千
三

百
四
十
」
を
「
一
万
分
の
五
千
百
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
一
万
分
の
四
千
四
百
五

十
」
を
「
一
万
分
の
四
千
二
百
二
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
一
万
分
の
四
千
五
百
」
を

「
一
万
分
の
四
千
二
百
七
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
」
を
「
一
万
分
の
五
千
五
百
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
四
号

東
京
都
水
道
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
水
道
局
長

中

嶋

正

宏

東
京
都
水
道
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
四
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附

則

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
水
道
局
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規

程
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
五
号

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
水
道
局
長

中

嶋

正

宏

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
水
道
局
管

理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

１６

所
属
長
は
、
年
次
有
給
休
暇
（
一
の
年
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
が
十
日
以

上
で
あ
る
職
員
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
日
数
の
う
ち

五
日
に
つ
い
て
は
、
一
の
年
（
年
の
途
中
で
年
次
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
付
与
日

か
ら
一
年
以
内
）
に
お
い
て
、
職
員
の
意
見
を
聴
取
し
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
た
上
で
、
時
季
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
取
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１７

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
が
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
た
場
合
（
前
項
の
規
定
に
よ
り

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
た
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
（
当
該

日
数
が
五
日
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
日
と
す
る
。
）
分
に
つ
い
て
は
、
時
季
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
日
後
の
最
初
の
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
が
平
成
三
十
二
年
一
月
一
日
で
あ
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る
職
員
に
係
る
年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
、
当
該
付
与
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
六
号

東
京
都
水
道
局
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
水
道
局
長

中

嶋

正

宏

東
京
都
水
道
局
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
職
員
の
期
末
手
当
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
二

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

給
与
規
程
別
表
第
一
ハ
に
定
め
る
水
道
局
給
料
表
㈢
（
以
下
「
給
料
表
㈢
」
と
い
う
。
）
の
適
用

を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
百
三
十
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
百
七
十
二
・
五
」
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
給
与
規
程
別
表
第
一
ハ
に
定
め
る
水
道
局
給
料
表
㈢
（
以
下
「
給
料
表

㈢
」
と
い
う
。
）
」
を
「
給
料
表
㈢
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
七
号

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
水
道
局
長

中

嶋

正

宏

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
四
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
一
万
分
の
九
千
二
百
四
十
」
を
「
一
万
分
の
九
千
二
十
」
に
、

「
一
万
分
の
一
万
二
千
五
百
九
十
九
」
を
「
一
万
分
の
一
万
二
千
二
百
九
十
九
」
に
改
め
、
同
項
第
三

号
中
「
一
万
分
の
二
万
」
を
「
一
万
分
の
一
万
九
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
一
万
分
の
九

千
三
百
四
十
五
」
を
「
一
万
分
の
八
千
九
百
」
に
、
「
一
万
分
の
一
万
六
千
五
百
」
を
「
一
万
分
の
一

万
五
千
五
百
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
一
万
分
の
九
千
四
百
五
十
」
を
「
一
万
分
の
九
千
」
に
、

「
一
万
分
の
一
万
六
千
」
を
「
一
万
分
の
一
万
五
千
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
一
万
分
の
五
千
三

百
四
十
」
を
「
一
万
分
の
五
千
百
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
一
万
分
の
四
千
四
百
五

十
」
を
「
一
万
分
の
四
千
二
百
二
十
七
・
五
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
一
万
分
の
四
千
五
百
」
を

「
一
万
分
の
四
千
二
百
七
十
五
」
に
、
「
一
万
分
の
六
千
」
を
「
一
万
分
の
五
千
五
百
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
八
号

東
京
都
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
水
道
局
長

中

嶋

正

宏

東
京
都
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
規
程
（
昭
和
六

十
一
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「老

人
控
除
対
象
控
除
数

」
及
び
「老

人
控
除
対
象
配
偶
者

」
を
「７０歳

以
上

の
同
一
生
計
配
偶
者

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当
の
認
定
及
び
支
給
に
関
す

る
事
務
の
取
扱
規
程
別
記
第
三
号
様
式
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
六
月
以
後
の
月
分
の
児
童
手
当

の
受
給
資
格
及
び
そ
の
額
の
認
定
に
係
る
受
給
者
台
帳
の
作
成
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
五
月
以
前

の
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
資
格
及
び
そ
の
額
の
認
定
に
係
る
受
給
者
台
帳
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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３

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
水
道
局
職
員
に
対
す
る
児
童
手
当

の
認
定
及
び
支
給
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
規
程
別
記
第
三
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る

も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
九
号

東
京
都
水
道
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
水
道
局
長

中

嶋

正

宏

東
京
都
水
道
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
財
務
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
三
十
五
号
様
式
の
五
中
「８

％

」
を
「１

０
％

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
水
道
局
財
務
規
程
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
十
一
月
分
以

降
の
料
金
と
し
て
算
定
す
る
料
金
か
ら
適
用
し
、
同
年
十
月
分
の
料
金
と
し
て
算
定
す
る
料
金
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
十
号

東
京
都
水
道
局
一
般
職
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
水
道
局
長

中

嶋

正

宏

東
京
都
水
道
局
一
般
職
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

東
京
都
水
道
局
一
般
職
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
東
京

都
水
道
局
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

所
属
長
は
、
年
次
有
給
休
暇
（
一
会
計
年
度
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
が
十

日
以
上
で
あ
る
職
員
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
日
数
の

う
ち
五
日
に
つ
い
て
は
、
一
会
計
年
度
（
年
度
の
途
中
で
年
次
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ
た
場
合
は
、

当
該
付
与
日
か
ら
一
年
以
内
）
に
お
い
て
、
職
員
の
意
見
を
聴
取
し
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
た
上
で
、

時
季
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
取
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
が
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
た
場
合
（
前
項
の
規
定
に
よ
り

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
た
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
（
当
該

日
数
が
五
日
を
超
え
る
場
合
に
は
、
五
日
と
す
る
。
）
分
に
つ
い
て
は
、
時
季
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

通

達
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雑

報

◉
東
京
都
職
員
共
済
組
合
告
示
第
四
号

昭
和
三
十
八
年
東
京
都
職
員
共
済
組
合
告
示
第
一
号
（
東
京
都
職
員
共
済
組
合
の
所
属
所
、
所
属
所

長
及
び
委
任
事
務
等
の
決
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
職
員
共
済
組
合

理
事
長

多
羅
尾

光
睦

別
表
第
一
中

「
青
少
年
・
治
安
対
策
本
部

青
少
年
・
治
安
対
策
本
部

長

」
を

「
都
民
安
全
推
進
本
部

戦
略
政
策
情
報
推
進
本
部

都
民
安
全
推
進
本
部
長

戦
略
政
策
情
報
推
進
本
部

長

」
に
、

「
都

市

整

備

局

都
市
整
備
局
長
」
を

「
都

市

整

備

局

住
宅
政
策
本
部

都
市
整
備
局
長

住
宅
政
策
本
部
長
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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